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1.　チオグリコール酸（Ｔ．Ｇ．Ａ）は 羊毛製品のノ゙ ―マ

ネン トセッ トに，あるい は毛髪のコールド ウェ■ブ液な

どに使用されてい る。本報 ではこれを利用し編み返し毛

糸のよ うな波状毛糸をチ オグy  コール酸処理に より矯正

し ，これを煮充工程 ，湿熱 処理矯正 のもの と感触，損傷

度 などについ て比較検討し てみた。

2.　編んでから十分年月を経過した（4 ～5 年以上｡の

もの）カーデガンをほどき，こ れ を 中性洗剤で 洗た く

し ，十 分に水 ですすい だものをかせにして 日陰干しした

毛糸 と，新しい毛糸を 日光光線に照射した ものにつ き，

チオグリ コール酸 の各濃度 のアル カリ溶液で処理し ，矯

正度，損傷度を比較した，損傷度に つ い て は強伸度試

験 ，膨 潤度試験 を行 なった。

3. 波状毛糸の矯正では，酸性溶液 よりもアル カリ溶

液で効果 が大であった。これはアルカ リ溶液での膨潤軟

化 作用によるものと思われる。深度は2  ％以上において

効果 がよい。 湿熱 の矯正 と比ぺ感 触は非常によ く，損傷

度も強伸度，膨淮度試験 で み る 限 り有意差が 認 められ

た。

尚，経時変化につい ては更 に検討 を要するものと思わ

れ る。


